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◆
加
賀
乙
彦
作
品
の
朗
読
劇

加
賀
乙
彦
の
「
戦
争
」

朗
読
劇
『
永
遠
の
都
』
―
昭
和
20
年
8
月
―

第
六
章
「
炎
都
」・
第
七
章
「
異
郷
」
よ
り

〇
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

朗
読
劇　
「
永
遠
の
都
」

　

演　

者　

山
本
芳
樹　

笠
原
浩
夫

　
　
　
　
　

矢
代
朝
子

　

鼎　

談　

�

亀
山
郁
夫
（
名
古
屋
外
語
大
学

学
長
・
ロ
シ
ア
文
学
者
）
沼
野

充
義
（
名
古
屋
外
語
大
学
副
学

長
・
ス
ラ
ヴ
文
学
者
）
矢
代
朝

子
（
俳
優
）

　

日　

時　

令
和
2
年
8
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　

�

13
時
配
信
開
始　

8
月
31
日
終

了
予
定

　

ど
な
た
で
も
、
無
料
で
ご
覧
頂
け
ま
す
。

〇
視
聴
方
法

　

�

ワ
ー
ル
ド
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ペ
ー

ジhttps://w
w
w
.nufs.ac.jp/library_

facilities/w
la-center/2020/0815/

よ

り
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

名
古
屋
外
語
大
学
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

　

https://w
w
w
.nufs.ac.jp

　

―
♢

―
♢

―
♢
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✤﹁
会
報
﹂
の
原
稿
募
集

　

会
員
の
皆
様
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

1
1
0
0
字
（
半
ペ
ー
ジ
分
）
2
2
0
0
字

（
一
ペ
ー
ジ
分
）。
遠
藤
周
作
の
人
と
作
品
に

つ
い
て
、
あ
る
い
は
遠
藤
文
学
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
な
ど
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
原
稿
は
必
ず
下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

宛
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
の
際
に

は
ご
連
絡
差
し
上
げ
ま
す
。

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
80
号

�

２
０
２
０
年
8
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 
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人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

亀
岡　

園
子

■
編
集
部　

一
田
佳
希
、
大
原
雄
、
近
藤
恭
弘
、

高
木
香
織
、
南
紀
洋
子
、
清
水
優
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

�

　

Ｅ
メ
ー
ル　
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編
集
後
記

▼
長
梅
雨
が
あ
け
た
の
は
い
い
の
で
す
が
、
連

日
の
猛
暑
に
い
さ
さ
か
参
っ
て
お
り
ま
す
。
真

夏
の
炎
天
下
を
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
一
枚
で

飛
び
回
っ
て
い
た
少
年
時
代
を
今
更
乍
ら
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
す
。
早
く
大
人
に
な
り
た
か
っ

た
あ
の
こ
ろ
、
し
か
し
今
は
喜
寿
。
傘
寿
を
前

に
し
て
あ
と
の
こ
さ
れ
た
命
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
、
な
ど
と
つ
い
考
え
て
し
ま
う
今
日
こ

の
ご
ろ
で
す
。

▼
猛
暑
は
と
も
あ
れ
、
今
、
日
本
列
島
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
騒
ぎ
で
大
変
で
す
。
し
ば

ら
く
は
収
ま
り
そ
う
も
な
く
、
今
年
の
「
周
作
忌
」

や
「
遠
藤
文
学
原
点
の
旅
」
な
ど
も
変
更
や
中

止
を
余
儀
な
く
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

と
は
い
え
、
会
報
は
き
ち
ん
と
お
届
け
し
ま
す

の
で
、
ご
安
心
を
…
…
。

▼
さ
て
、
長
崎
の
「
遠
藤
周
作
文
学
館
」
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
新
資
料
や
、
遠
藤
先
生
の
素
描

（
ヌ
ー
ド
）
も
展
示
さ
れ
て
い
て
な
か
な
か
面
白

そ
う
で
す
ね
。
ま
た
、
前
回
紹
介
し
た
未
発
表

小
説
「
影
に
対
し
て
」
も
、
い
つ
書
か
れ
た
の
か
、

そ
の
背
景
に
つ
い
て
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
研
究
が

進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
今
後
の
展
開
が
楽
し

み
で
す
。�

（
劔
）

《
晩
秋
の
湖
面
に
は
、
ヒ
ド
リ
ガ
モ
や
オ

ナ
ガ
ガ
モ
な
ど
の
鴨
類
や
、
ユ
リ
カ
モ
メ

が
飛
び
交
っ
て
い
た
。
秋
風
と
と
も
に

渡
っ
て
き
た
水
鳥
た
ち
は
来
春
ま
で
の
半

年
間
を
こ
の
湖
面
で
過
ご
す
。
人
の
世
の

移
ろ
い
を
よ
そ
に
、
太
古
か
ら
変
わ
ら
ず

に
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
自
然
界
の
営
み
が

こ
こ
に
は
あ
っ
た
。

湖
面
の
黄
昏
は
早
い
。
日
が
翳
る
と
同

時
に
夜
の
帳
と
ば
り

が
お
り
は
じ
め
、
間
も
な
く
、

残
照
を
映
す
水み
な

面も

も
水
鳥
た
ち
も
湖
岸
の

山
も
、
静
か
な
闇
に
沈
ん
で
い
っ
た
。

い
ま
、
私
た
ち
は
琵
琶
湖
に
面
し
て
建

つ
料
亭
「
湖
里
庵
」
の
一
室
に
い
る
。
灯

り
が
消
さ
れ
た
。
闇
が
部
屋
を
支
配
し
た
。

硝
子
張
り
の
窓
か
ら
望
む
湖
面
が
、
わ
ず

か
に
黄
昏
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
ゆ
ら
め

い
て
い
る
。
そ
の
時
で
あ
る
―
、
闇
の

静し
じ
ま寂

を
割
い
て
静
か
に
笛
の
音
が
流
れ
て

き
た
。
時
に
高
く
ま
た
低
く
嫋
嫋
た
る
音

色
が
闇
を
渡
り
静
寂
の
中
に
吸
い
込
ま
れ

て
い
く
。

闇
笛
―
―

本
篇
『
男
の
一
生
』
の
冒
頭
に
登
場
し
、

最
後
に
ま
た
、
主
人
公
前
野
将
右
衛
門
の

死
に
際
し
、
人
の
世
の
無
常
の
象
徴
と
し

て
、
闇
の
彼
方
か
ら
流
れ
て
く
る
笛
の
音

を
、
私
た
ち
は
そ
の
時
、
聞
い
て
い
た
。

（
中
略
）

な
お
、「
湖
里
庵
」
は
、
滋
賀
県
マ
キ
ノ

町
海
津
の
鮒
ず
し
の
老
舗
「
魚
治
」
が
経

営
す
る
料
亭
旅
館
で
あ
る
。
こ
の
年
新
し

く
建
て
か
え
ら
れ
、
昨
年
春
（
平
成
元
年
）

に
立
ち
寄
っ
た
縁
で
、
遠
藤
氏
が
「
湖
里

庵
」
と
命
名
し
た
。
昨
年
春
、
は
じ
め
て

湖
西
を
訪
れ
た
遠
藤
氏
は
、
湖
里
庵
に
近

い
海
津
大
崎
に
咲
き
誇
る
桜
花
の
あ
ま
り

の
見
事
さ
に
息
を
の
ん
だ
。
そ
の
と
き
の

思
い
が
今
回
の
闇
笛
の
夕
べ
に
つ
な
が
っ

た
の
で
あ
る
。》

以
上
は
「
遠
藤
周
作
歴
史
小
説
集
」
の

第
六
巻
『
男
の
一
生
』
の
解
説
か
ら
の
抜

粋
で
あ
る
。
筆
者
は
小
生
だ
。

こ
の
「
魚
治
」
に
は
そ
の
後
た
び
た
び

出
か
け
た
。
周
作
ク
ラ
ブ
の
ツ
ア
ー
で

行
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
憶
え
て
お
ら

れ
る
方
も
お
ら
れ
よ
う
。
遠
藤
周
作
揮
毫

に
よ
る
「
湖
里
庵
」
の
掛
け
軸
が
掛
け
ら

れ
て
い
た
。

な
お
、
鮒
ず
し
は
、
琵
琶
湖
の
ゲ
ン
ゴ

ロ
ウ
ブ
ナ
を
開
い
て
、
桶
に
敷
き
並
べ
、

酢
漬
け
に
し
た
発
酵
食
品
で
あ
る
。
独
特

の
匂
い
（
臭
い
？
）
と
味
が
あ
る
が
、
酒

飲
み
に
と
っ
て
は
絶
好
の
酒
肴
と
い
え
る
。

ま
た
、「
魚
治
」
で
は
、
湖
魚
の
佃
煮
を

売
っ
て
い
る
。
モ
ロ
コ
な
ど
小
魚
で
あ
る

が
、
こ
れ
も
酒
肴
や
御
飯
の
お
か
ず
に
な

か
な
か
い
い
。「
魚
治
」
は
、
東
京
の
デ

パ
ー
ト
で
た
び
た
び
で
店
を
開
く
の
で
、

我
が
家
の
常
備
お
か
ず
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
訳
だ
。

な
お
、
海
津
大
崎
の
見
事
な
桜
花
は
、

来
年
も
咲
く
に
ち
が
い
な
い
。
し
ば
ら
く

行
っ
て
い
な
い
の
で
、
来
春
は
久
し
ぶ
り

に
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

（「
湖
里
庵
」
は
現
在
再
建
中
で
す
）

　
　

湖
里
庵
に
流
れ
る
闇
笛
の
音ね�

高
橋　

千
劔
破

編
集
長
特
別
寄
稿

お
知
ら
せ


